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資料１    

パブリックコメントについて 

第４回境港市高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定委員会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

パブリックコメントの実施概要 

～ 第９期境港市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 ～ 

 

 

 

■実施期間 ： 令和６年１月１５日（月）～令和６年２月１５日（木） 

 

■公開場所 ： 各公民館、なぎさ会館、しおさい会館 

老人福祉センター（浜の里）、長寿社会課 

市役所ホームページ 

 

■提出方法 ： 意見、住所、氏名、連絡先を明記し、 

持参、郵送、ファクシミリ、電子メールのいずれかで提出 

 

■回答方法 ： 個別の回答はしないが、ホームページ等で検討内容を公表 

 

■提 出 先 ：  長寿社会課 

 

■提 出 者  ： １人  （郵送 １人） 
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境港市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の 

パブリックコメントに対する対応方針 
 

≪対応方針≫ 

① ：「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」に修正・追加を加える。 

② ：「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」に修正・追加をしない。 

（ただし、意見・要望に対して検討あるいは実行する） 

③ ：「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」に修正・追加をしない。 

 

提出

番号 

意     見 

（要 旨） 

対応 

方針 

対応内容、修正・追加しない理由 

 

１ 

 

 

◆ 認知症対策・高齢者の見守り体制に

ついて 

各自治体において、フレイル・認知予防 

の様々な取組みをされていると思いま 

すが、私の周りにおいてもMCI の存在 

を多数確認できます。潜在的に存在する 

MCI（※）の方には早期に対処がなされ 

なければ認知症が進んでいくため、江府 

町の「出かける役場推進室」のような仕 

組みが必要であると感じています。 

そこで、コミュニティナースと組んで、 

高齢者の生活の困りごとを中心に健康 

チェックも併せて行うことにより、看護 

師が医療機関や行政の架け橋や専門知 

識の技術を活かし生活の手助けを行っ 

ていくことが可能だと思いますがいか 

がでしょうか。地域に出向く看護師は今 

の時代必要です。 

（※）MCI（軽度認知障害）とは、本人 

も周囲の人も物忘れが増えていること 

に気付いているが、その他の症状はな 

く、日常生活や社会生活には支障がない 

状態 

 

② 

本市においては、認知症の早期診断・早期

対応のため、地域包括支援センターに認知

症初期集中支援チームを設置し、認知症支

援推進員を配置しています。対象者を訪問

したり、地域の方が集う場に出向き話を聞

きながら、必要な時には適切な支援につな

げています。 

また、高齢者の見守り体制については、地

域の方々や地区社会福祉協議会、民生児童

委員等の関係機関と連携を図りながら、困

りごとなどがあった際には必要な機関に

つなげるほか、地域包括支援センターの安

否確認訪問や、安否確認も含めた配食サー

ビスなどにより、地域でいつまでも安心し

て暮らせるよう、地域全体で見守り体制づ

くりに努めています。 

以上のことから、ご提案いただいた「看護

師が地域に出向くことによる支援」につき

ましては、第９期計画には追加いたしませ

んが、江府町をはじめ先進地の施策を研究

してまいりたいと考えます。 

貴重なご意見をいただきありがとうござ 

いました。 

 


